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株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー（代表取締役社長：星野理彰）および日之出水道機器株式会

社 （代表取締役社長：浅井武）は、共同事業者として、千葉市の「令和６年度スマートシティ実証

補助事業」公募に応募し、令和 6 年 6 月、採択を受けました。 

千葉市では、スマートシティの実現に向けて、テクノロジーの活用などにより市民生活の質の向

上を図るとともに、持続可能なまちづくりを進めるため、令和４年度からスマートシティ実証補助

事業を展開しています。 

このたび、市内のマンホール蓋の効率的な維持管理を行うため、先進的なデジタル技術の活用に

より膨大な数のマンホール蓋の状態を把握し、低コストかつ効率性向上に向けた有効性を検証する

ための実証実験を開始しますので、お知らせします。 

 

１ 実証実験の概要 

（１）実施背景 

   千葉市内に設置されているマンホールは約１２万基あり、限られた予算と人員の中、その膨

大なストックに対する効率的な維持管理が課題となっています。マンホール蓋の交換は、現在、

市の職員や委託事業者が現地で更新の必要性について調査・判断を行っておりますが、多くの

時間とコストがかかっており、効率的な調査方法を確立する必要があります。 

そこで、本実証実験では民間事業者と連携し、画像認識技術やＡＩ技術等の先進的なデジタ

ル技術を活用することで、マンホール蓋交換の必要性判定や、設置場所の把握など効率的な維

持管理の実現を目指します。なお、将来的には収集したマンホール蓋の表面の摩耗、外観損傷、

蓋枠段差等の劣化判定への展開を検討していきます。 

（２）活用するデジタル技術 

・画像認識技術 ＭＭＳ（モービルマッピングシステム）車両を活用し、マンホール蓋画像の

収集を行う。 

※走りながら空間情報を取得する測量システム。車両に計測機やデジタルカ

メラ等を搭載しており、これらにより道路面および道路周辺の座標データ

と連続した画像を取得することで、道路空間を効率的に測量できるもの。 

・ＡＩ解析 ＭＭＳ車両で収集した画像を基に、マンホール蓋の型式判定等を行う。 

（３）実証イメージ図 

 

 

令和６年８月８日 
千葉市スマートシティ推進課 

下水道整備課 
株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー 

日之出水道機器株式会社 
   

 

千葉市「令和６年度スマートシティ実証補助事業」への参加について 

ＭＭＳ車両等を活用し、下水道施設の効率的な維持管理を目指します。 
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ＭＭＳ車両で撮影した画像からマンホール蓋の緯度経度を抽出し、その後、千葉市で保有して

いる下水道台帳データと突合した上でＡＩを用いてマンホール蓋の型式判定等を行う。 

 

２ 実施事業者 

  株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー・日之出水道機器株式会社 

 

３ 実施期間 

  令和６年７月５日（金）～令和７年２月２８日（金） 

  ※ＭＭＳ車両は、８月９日から千葉市内を走行する予定です。 

   （悪天候等の理由により走行開始日が変更になる可能性があります） 

  

４ 実施エリア 

・中央区 神明町 ほか 

・若葉区 千城台 ほか 

・緑区  越智町 ほか 

 

＜参考＞ 

１ 実施事業者について 

（１）株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー 

情報通信領域において、最高品質のネットワークとそれを支える高度なエンジニアリング

力で、地域の皆様に安心・安全で信頼性の高いサービスを提供してきました。その豊富な実

績と確かな技術をベースに、これからのデジタル社会を支え、次世代に向けてアップデート

していくため、地域に密着した現場力と先端技術を駆使して、地域の新しい価値創造に貢献

するプロフェッショナル集団として、人と暮らしとまちの未来にとって持続可能な循環型社

会の共創を目指します。 

 

  ○ホームページ 

   【URL】https://www.ntt-me.co.jp/  

 

（２）日之出水道機器株式会社 

１９１９年創業の鋳物メーカーであり、下水道、上水道など各ライフライン施設を中心に

事業展開を行っており、マンホール蓋では、全国トップシェアの企業です。 

また、建設コンサルタント資格も保有しており、製造販売だけでなく、マンホール蓋など

の点検・調査から維持管理計画策定の支援も実施しております。 

近年では、鋳物の材料開発力や構造設計力などを駆使して産業機械分野へ進出するなど、

技術イノベーション企業として様々な社会課題の解決に取り組んでいます。 

 

  ○ホームページ 

   【URL】https://hinodesuido.co.jp/ 

 

２ 千葉市スマートシティ実証補助事業について 

スマートシティの実現に向けて、テクノロジーの活用などにより市民生活の質の向上を図る

とともに、持続可能なまちづくりを進めるため、地域課題の解決や新たな価値の創造に資する

民間企業等が行う実証事業の実施に要する経費等の補助を行う事業。 

 


